
【平成29年寝茨馘県支部総会開催結剰

平成29年 10月 1日 (日)13時30分から、水戸市「ホテルレイクピュー水戸J

躙 【 腋 妙 ら爛 幌 暖晋熟 鳩 から1  朧 (

躍 )― 蹴 き臥 昭不口29年卒業から平成27-ま での幅広い年代の

会員90名が出席して盛大に開催tytuL

(総

総会に先立ち、農業生産法人うしおだ (株)代表取締役の潮田武彦氏 個 12農学

納 による FIJヽさな農家がクールジャパンに選ばれた ! 農業の 6次産業と
「

に

よるプランドイト<hレOne耶醍←」と題して講演をいただいた。講演の概要底 蹴

農後の苦労と現在の経堂内容」、「クールジャバンに選ばれた理由として、失敗から一

念発起u面積を2haから30aに徐々に減らしながら高品質のにんじんをつ<ること

|コ飾酬サたこと、本物を追求したことが結果的に世間に求められたこと」、「6次産業

で成功するには企業ができないことをする、オンリーワンの商品づ<り回 、「―

次産業からの変革が地方創生にもつながる、これには主台のしつかりした新しい価値

を創出することが大切である」、「オンリーワン戦略はつある技術の追求と組み合わ

せ・デザインすることで新しい価値を創出し 世界で唯―の物をつ<ること」、雌

はインターネットを通じて世界が繋がつているので、950/Olまネットを通じての胸 、

「イベントを行うとロコミで1固人と個人が轄鱗醜 1固人と個人の濃い繋がりのあるフ

アンを作ることが=番大切Jなどと話されて、最後に「一次産業の変革が求められる

時代であり、東京農六出      もある。社会を変革する創造的な可能性に挑戦

L/tしよう」と呼allけました。素晴らuし 講ヽ演内容に質問が続出するなど大好評を



御

総会|よ 高野三郎副支部長 CS43囲勧分 の開会の言葉t松本正宏支音B長 642経

済)から33αD余名の支部会員が各界で活躍していること、校友の情報交換を密に

すること、大学の発展に寄与することなどの挨拶がありました。来賓紹介 (校反会、

大学、顧間である村上典男 CS57拓殖》 外塚 潔 CIB造園)・ 水垣―俊 ぐ玉4

工学)の3県議)と主催      校友会外園副会長から大学発展のための協力依

頼、地域後継者推薦は 125周年募金活動への御礼などを交えた校反会活動状

況があり、夏秋副学長からは受験者が過去最高の数だったこと、就職率は 95%と堅

調、産学連携・地域連携が進んでいること、主な行事と部活動の状況など、大学の近

況等の報告を兼ねた挨拶がありまりL

その後、松本支部長が議長となつて議事に入り親子三世代卒業生表彰で石丼隆之氏

CS57醸進)親子が特別表彰を受けたことなどの翻 尤患 会計報告について原案

どおり承認されました。校友の慶事について、H28秋の叙勲に菊池 侃氏 G44栄

勧 が旭日双光章機 訛 こと、今年9月 10日の行方市長選で鈴木周也氏CH6

産食)が再選されたことが報告されました。その他として平成29年度の支部活動の

主な動きと今後の予定、依頼事項の説明があり、外ノ岡政典副支部長 CS52翻

¨

―

を終了しました。

(総

会場を移t/1の懇親会で|よ 房誘こ居案を臓顧融輻肢猪,辰 Cシ曖 絣 、乾杯を

酒丼幸広氏 CS短農)が行い、その後、新旧校反が年齢に関係なく和やかに競抵 相



互の親睦を深めることが出来まりL宴もたけなわになつたころ、天野政幸氏ぐシ曖

短農)と倉岡 裕氏 CS51 1翻め の2人から譜いの披露があり、大いに喝さいを受

けました。灰原 秀氏 CH27鋤 の自頭で学歌、青山ほとりを高らかに歌い、

踊り大いに盛り上がりまりL

最後|よ 壼薄郡統幅ほ潜      、来年の    での再会を期して散会

は 晩

鴨 湖

顎 1:銀

2:講師の潮田武彦氏

3:左から来質の校反製剛瓢識劉訳 大学翼関訓劉気 顧間の戸塚県議

4:左から顧間の村上、水垣県議

5:右から松樹 限 高野、新堀、外ノ岡、長岡の各副支部長

6:再選された鈴木周也行方市長

7・ 809。 10;懇締鋼哺諄

11;讐報次澤郭昌
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